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1111．はじめに．はじめに．はじめに．はじめに    

    全国の活断層危険度を調査している政府の地震調査委員会は「金沢
市街地を走る森本・富樫断層帯がマグニチュード7.2程度の地震を起
こす可能性が高い」との評価結果を公表している 1)．したがって，森
本・富樫断層を想定した強震動予測を行っておくことは防災上重要な
ことである． 
 現在，最新の強震動予測手法である統計的グリーン関数法が提案さ
れ 2)，予測に用いられるようになってきている．著者らは，石川県西
方沖地震の地震動シミュレーションをすることで，統計的グリーン関
数法の適用性を確認した 3)．そこで本研究では，統計的グリーン関数
法を森本・富樫断層に適用し，KiK-Net の金沢観測点における予測
結果を求める． 
2222．解析に用いた断層パラメータ．解析に用いた断層パラメータ．解析に用いた断層パラメータ．解析に用いた断層パラメータ    
 本研究で想定した森本・富樫断層および解析対象地点の位置を図1
に，パラメータを表1に示す．森本・富樫断層のパラメータは，石川
県が行った森本断層系に関する調査結果 4)や日本の地震断層パラメ
ター・ハンドブック 5)を参考に，Somerville et al.の経験式 6)等により
決定した．また，伝播経路特性の Q 値については，鶴来らの研究 7)

を参考にした． 
3333．サイト増幅特性の評価．サイト増幅特性の評価．サイト増幅特性の評価．サイト増幅特性の評価    
本研究では，観測記録から震源特性および伝播経路特性を取り除くこ
とにより経験的にサイト増幅特性を評価する鶴来らの手法 8)を用いた．
KiK-Net金沢観測点のサイト増幅特性の評価結果を図2に示す．0.5Hz
以下では増幅率が大きくなっているが，これは，観測記録に含まれるノ
イズの影響であると考えられる． 
4. 4. 4. 4. 解析結果解析結果解析結果解析結果 
 以上のパラメータとサイト増幅特性を用いてKiK-Netの金沢観測点
における強震動予測を行った．解析においては，サイト増幅特性の評価
に用いた観測記録のSN比を考慮して 0.5Hz～15.0Hzのバンドパスフ
ィルター処理を行った．解析は高域遮断周波数 fmaxを補正しない場合，
11.5Hz，5.5Hzで補正する場合について行い，それぞれの場合において破壊開始点を断層の北端最深部，中央最深部，南端最
深部の3ケースで行った．ここでは紙面の都合上，高域遮断周波数 fmaxで補正しない場合と5.5Hzで補正した場合で，断層北
端最深部から破壊したケースのEW成分の結果について考察する．fmaxで補正しない場合の解析結果の加速度波形を図3に示
す．KiK-Net 金沢観測点では最大で 1,200cm/s2程度の最大加速度が予測され，この付近では大きな被害が予測される結果と
なった．これは，観測点が想定断層のほぼ直上に位置していることと，さらに破壊伝播方向に位置しているため，ディレクテ
ィビティ効果が反映されているためであると考えられる．次に fmaxを5.5Hzで補正した場合の解析結果の加速度波形を図4に
示す．fmaxを補正し高周波成分をカットしたことにより，最大加速度は 600cm/s2となった．次に，減衰定数を 5%として求め

断層原点の位置 北緯 36° 40′東経136° 44′

断層の長さ  L 26km
断層の幅  W 23km

断層の走向  θ 208°
断層の傾斜  δ 60°
断層上端の深さ 0km

断層のすべり角  λ 135°

大地震の地震モーメント 1 .39×10
26

 dyn・cm

要素地震の地震モーメント 2.71× 1023 dyn・cm

応力降下量 100bar
データ数 16384
時間刻み 0.005s

Q 値 Q (f )=63 .8× f
1 .0

重ね合わせ数（断層長さ方向） 8
重ね合わせ数（断層幅方向） 8

重ね合わせ数（断層変位量方向） 8
せん断波速度 V s 3.6km/s

破壊速度V r 2.7km/s

ライズタイム  τ 1 .1s

表1森本・富樫断層のパラメータおよび 
解析に用いたパラメータ 

図1想定断層の位置および解析対象地点の位置 
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た加速度応答スペクトルを図 5 に示す．加速度応答スペクトル
では固有周期0.3秒でピークとなり，その値は fmaxを補正しない
場合で10,700cm/s2，fmaxを5.5Hzで補正した場合で6,700cm/s2

となった．また，固有周期1秒付近と固有周期1.7秒付近でも2
次と 3次のピークが見られる．さらに，高域遮断周波数 fmaxの
補正による加速度応答スペクトルの違いを比較すると，fmaxの補
正をしない場合の方が，5.5Hzで補正した場合より大きな値とな
り，両者の違いは特に0.3Hz以下の短周期領域で顕著となった．
なお，破壊開始点を変えたケースも検討しているが，断層北端最
深部から破壊したケースが最も大きな予測結果となった． 
5555．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

    本研究において，統計的グリーン関数法を森本・富樫断層に
適用し，KiK-Net の金沢観測点における予測結果を求めた．そ
の結果，最大で 1,200cm/s2程度の，兵庫県南部地震の観測記録
を超える非常に大きな最大加速度が予測された．これは，観測点
が断層直上であることと，ディレクティビティの影響が反映され
ているものと考えられた．また，応答スペクトルでは固有周期
0.3秒でピークが見られた．しかし，高域遮断周波数 fmaxの補正
の有無が地震動予測結果に大きな影響を及ぼすため，fmaxに関す
る基礎的な検討（例えば地震規模依存性）を行う必要がある．ま
た，解析においてはサイト増幅特性を評価した際の観測記録の
SN比を考慮して 0.5Hz～15.0Hzのバンドパスフィルター処理
を行っており，今後は，長周期を考慮したシミュレーションを行
う必要がある． 
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図2 KiK-Net金沢のサイト増幅特性 

図5 解析結果の加速度応答スペクトル 
（減衰定数5%） 
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 fmax補正無し
 fmax=5.5Hzで補正

図4 KiK-Net金沢における解析結果の加速度波形
  （fmax=5.5Hzで補正した場合） 
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図3 KiK-Net金沢における解析結果の加速度波形
  （fmaxで補正しない場合） 
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